
５
年
後
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
量
・
質
と

も
に
10
倍
に
す
る
。
そ
の
思
い
か
ら
、
経
団
連
は

2
0
2
2
年
３
月
、
提
言
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
躍

進
ビ
ジ
ョ
ン
〜10X

10X

を
目
指
し
て
」（
以
下
、

躍
進
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
公
表
、
具
体
的
な
戦
略
と
38

項
目
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
言
し
た
（
図
表
１
）。

同
提
言
を
踏
ま
え
、
政
府
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
政
策
の
ト
ッ
プ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
一
つ
に
設
定
す

る
と
と
も
に
、
2
0
2
2
年
11
月
に
「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
育
成
５
か
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。
官
民

が
足
並
み
を
揃
え
、
目
標
に
向
か
う
本
気
の
姿
勢

を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
2
0
2
2
年
度
の
最
も

大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
狼の

ろ
し煙

は
世
界

の
投
資
家
に
も
届
き
、
日
本
に
目
を
向
け
る
動
き

も
出
始
め
て
い
る
。

し
か
し
、
官
民
が
掲
げ
た
目
標
は
非
常
に
野
心

的
で
、
生
半
可
な
打
ち
手
で
は
到
底
実
現
し
得
な

い
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
社
会
課
題
の
解
決
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
重
要
な
担
い
手
、
そ
し
て

日
本
経
済
に
競
争
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
切
り
札

で
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
抜

本
的
強
化
は
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
不
可
欠
な
課

題
で
あ
る
。
我
々
は
、
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

図表1 躍進ビジョンで掲げた目標

● の数
（約 万社）

● への年間投資額
（約 兆円）

●ユニコーン企業数
（約 社）

●デカコーン企業数
（２社以上）

● の数

裾野＝起業の数を裾野＝起業の数を裾野＝起業の数を裾野＝起業の数を
倍に

ユニコーン企業数

高さ高さ 成功のレベルを成功のレベルを成功のレベルを成功のレベルを成功のレベルを
倍に

「スタートアップ躍進ビジョン」
公表から１年の動き

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
提
言
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

1
0
X
1
0
X

の
実
現
へ
始
動

委員長 南場智子
（ディー・エヌ・エー会長）

委員長 髙橋誠
（ＫＤＤＩ社長）

委員長 出雲充
（ユーグレナ社長）

委員長 委員長 委員長

1
TOPIC

スタートアップ委員会
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あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
目
標
達
成
に
向
け
て
走

り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
個
別
の
施
策
の
着
実
な
実
行

に
加
え
、
都
度
現
在
の
立
ち
位
置
を
把
握
し
、
目

標
達
成
に
必
要
な
施
策
を
的
確
に
推
進
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
を
は
じ
め
経
団
連
が

行
っ
て
き
た
活
動
（
図
表
２
）や
、実
現
し
た
政
策
・

効
果
と
残
さ
れ
た
課
題
を
整
理
し
、2
0
2
7
年

ま
で
に
起
こ
す
べ
き
七
つ
の
変
化
の
実
現
状
況
を

確
認
す
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
躍
進
ビ
ジ
ョ
ン
レ

ビ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
2
0
2
3
」を
５
月
に
刊
行
し
た
。

2
0
2
2
年
度
に
は
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ

た
が
、
始
動
初
年
度
の
た
め
結
果
と
し
て
表
れ

て
い
る
影
響
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
ま
た
、

世
界
的
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
資
金
調
達
環
境

や
事
業
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
日
本
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
調
達
金
額
等
も
影
響
を
受
け
る
中
、
む

し
ろ
よ
く
踏
み
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
相
対
的
に
日

本
へ
の
注
目
度
が
増
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

こ
う
し
た
逆
風
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
タ
ー
ト

提
言
の
実
現
状
況
を
評
価
す
る

レ
ビ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
を
刊
行

ア
ッ
プ
を
支
え
る
環
境
を
継
続
的
に
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
企
業
に
と
っ
て
は
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の
結
果

に
も
表
れ
て
い
る
通
り
、
改
め
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
M
＆
A
や
ア
ク
ハ
イ
ア
（
人
材
獲
得
を
目
的

と
し
た
企
業
買
収
）を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
と

な
る
。（
詳
細
は
71
〜
72
ペ
ー
ジ
）

本
レ
ビ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
で
整
理
し
た
現
在
の
立
ち

位
置
と
残
さ
れ
た
課
題
を
、
官
民
の
関
係
者
間
で

広
く
共
有
す
る
こ
と
で
、10X

10X

に
向
け
た
取

り
組
み
を
着
実

に
進
め
て
い
く
。

皆
さ
ま
に
も
ぜ

ひ
ご
一
読
い
た
だ

き
、
今
後
も
共

に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

2019年
～

大企業とスタートアップのマッチングイベント「KIX」の
定期開催
＊累計38回開催・延べ250社登壇（2023年７月1日現在）

2022年
3月 「スタートアップ躍進ビジョン」を公表

3月 スタートアップエコシステム×人材・キャリアシンポジウム
の開催（約160人が参加）

7月 カーブアウト活用法に関するセミナーの開催（約220人が
参加）

8月 小池東京都知事への提言手交

9月 規制改革要望・税制改正要望による提言

11月～

事業成長担保権の制度設計に向けた金融庁・事業融資
WGへの参画
⇒議論を踏まえ、金融庁は2023年2月に制度概要を公表
2023年度中の国会提出、２～３年後の制度開始を目指す

11月 自民党・スタートアップ政策に関する小委員会における
プレゼンテーション

2023年
１月 宮坂東京都副知事との懇談会（約130人が参加）

１月～ 文部科学省任命「起業家教育推進大使」による講演活動
への協力

１～2月 スタートアップフレンドリースコアリングの実施

２月 Ｍ＆Ａの実務対応に関する説明会（約100人が参加）

４月 経済産業省との共催によるスタートアップの海外展開に向
けた官民連携カンファレンス（約230人が参加）

５月 経団連Startup Summit（約350人が参加）

図表２ スタートアップをめぐる主な活動

経団連事務局作成 西村経済産業大臣と南場・髙橋・出雲委員長（2023年４月）
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1
THEME

2
THEME

3
THEME

足元の政策や取り組みについて、今何が実現していて、何が足りていないのかを関係者で共有
し、アクションを加速するため、2023年５月30日、後藤茂之スタートアップ担当大臣、宮坂学東京
都副知事をはじめ、政府・大企業・スタートアップから総勢350人が一堂に会する「経団連 Startup
Summit」を開催した。

後藤茂之 経済再生担当、新しい資本主義担当、スタートアップ担当大臣
南場智子 副会長・スタートアップ委員長／ディー・エヌ・エー会長
志水雄一郎 フォースタートアップス代表取締役社長

宮坂学 東京都副知事
出雲充 審議員会副議長・スタート
アップ委員長／ユーグレナ社長
入山章栄 早稲田大学大学院経営管理
研究科教授 ／スタートアップフレンド
リースコアリング検討会主席研究委員
斎藤祐馬 デロイトトーマツベンチャー
サポート社長（モデレーター）

全体解説 事例紹介（事業連携） 事例紹介（カーブアウト）

経団連 Startup Summitを開催

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
政
策
の

レ
ビ
ュ
ー
と
今
後
の
課
題

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方

ス
コ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

1

6

1 4

6

7

8

9

2 5

3

2

7

3

8

4

9

5

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

座
談
会

事
例
紹
介

岩崎由夏 YOUTRUST 代表取締役CEO
簗島謙太郎 Logomix Director
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経
団
連
で
は
「
躍
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
公
表
以
降
、

政
府
に
対
し
、
提
言
事
項
の
実
現
と
施
策
の
実
行

に
向
け
て
様
々
な
働
き
掛
け
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
同
時
に
、
経
済
界
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
開
始
し
た
重
要
な
取

り
組
み
が
、
2
0
2
3
年
１
月
に
リ
リ
ー
ス
し
た

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス
コ
ア
リ
ン

グ
」（
以
下
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
）
で
あ
る
。

ス
コ
ア
リ
ン
グ
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
自
社
が

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
ど
れ
だ
け
フ
レ
ン
ド
リ
ー
か
、

あ
る
い
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
そ
の

度
合
い
を
「
見
え
る
化
」す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

企
業
は
、
計
32
問
の
設
問
に
回
答
す
る
こ
と

で
、
自
社
の
現
在
の
立
ち
位
置
と
し
て
の
ス
コ
ア

や
分
析
結
果
を
示
し
た
非
公
開
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
問
は
、

ス
コ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り

大
企
業
の
行
動
変
容
を
促
す

三
つ
の
評
価
軸
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
リ
ソ
ー

ス
提
供
」「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
・
人
材
の
取
り

込
み
」「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
へ
の
事

業
・
人
材
の
輩
出
」に
基
づ
き
構
成
さ
れ
て
い
る
。

初
年
度
で
あ
る
今
回
は
、
約
1
5
0
社
に
参
加

い
た
だ
い
た
。
ス
コ
ア
リ
ン
グ
へ
の
参
加
は
、
回

答
し
た
時
点
で
す
で
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
振
興
に

前
向
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
参
加
い

た
だ
い
た
企
業
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
は
、
1
0
0
0
点

満
点
と
し
て
、
前
述
の
三
つ
の
評
価
軸
そ
れ
ぞ
れ

の
点
数
を
示
し
た
。
ま
た
、
各
評
価
軸
を
ブ
レ
ー

ク
ダ
ウ
ン
し
た
中
分
類
や
小
分
類
の
点
数
、
さ
ら

に
各
分
類
の
点
数
に
応
じ
た
Ａ
〜
Ｅ
の
ラ
ン
ク
も

示
す
こ
と
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

度
を
高
め
る
に
は
ど
の
要
素
に
課
題
が
あ
る
の

か
、
逆
に
ど
の
要
素
に
強
み
が
あ
る
の
か
を
可
視

化
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
平
均
点
は
3
3
2
・
3
点
、
総
合

評
価
Ｄ
の
企
業
が
全
体
の
66
％
を
占
め
る
結
果
と

な
り
、総
合
評
価
Ａ
の
企
業
は
現
れ
な
か
っ
た（
図

表
３
）。
こ
れ
は
、
本
ス
コ
ア
リ
ン
グ
が
目
指
す

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
大
企
業
と
は
、

G
A
F
A
M
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
水
準
で
時
価

総
額
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
が
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
企
業
を
想
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
今

後
、
総
合
評
価
A
を
得
る
企
業
を
い
か
に
増
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の
実
装
と
結
果

2
TOPIC

ス
コ
ア
リ
ン
グ
回
答
結
果
の
概
要

図表３ スコアリングの総合結果
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※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
経
団
連
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
内
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
特
集

ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
い
く
か
が
活
動
の
指
針
と
な
る
。
総
合
的
な

ス
コ
ア
が
高
か
っ
た
上
位
10
社
は
図
表
４
の
通
り

と
な
っ
た
。

中
分
類
ご
と
の
結
果
で
は
、
例
え
ば
「
ア
ク
ハ

イ
ア
」「
Ｍ
＆
Ａ
」「
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
／
ス
ピ
ン
オ

フ
」
は
Ｄ
ラ
ン
ク
と
Ｅ
ラ
ン
ク
が
大
半
を
占
め
た
。

こ
れ
は
決
し
て
悲
観
的
な
結
果
で
は
な
く
、
伸
び

し
ろ
が
大
い
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。実
際
、

「
製
品
／
サ
ー
ビ
ス
導
入
機
会
の
提
供
」
で
は
Ａ
・

Ｂ
ラ
ン
ク
が
約
70
％
を
占
め
、「
人
材
輩
出
」
で

は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ラ
ン
ク
が
約
60
％
と
、
多
く
の
企

業
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
や
流
動
的
な
人

材
移
動
を
当
然
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
始

め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
結
果
や
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、

入
山
章
栄
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
や
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
支
援
を
得
て
、

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス
コ
ア
リ
ン
グ

検
討
会
報
告
書
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
加
え

て
経
団
連
で
は
、
各
中
分
類
で
高
い
ス
コ
ア
を
得

て
い
る
企
業
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
事
例
集
と

し
て
ま
と
め
た
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
な
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
制
度
・
対
応
が
必

要
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
際
、
必
ず
や
参
考
に

し
て
も
ら
え
る
は
ず
で
あ
る
。

本
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の
特
徴
は
、
今
回
限
り
で
は

な
く
継
続
的
に
実
施
す
る
点
に
あ
り
、
今
回
参

加
い
た
だ
い
た
企
業
に
は
自
社
の
成
長
を
定
点
観

測
す
る
か
た
ち
で
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
。
分
析
結
果
を
参
考
と
し
つ
つ
、
自
社
の
取
り

組
み
の
強
化
、
積
極
的
な
M
＆
A
の
活
用
、
人

材
・
事
業
の
輩
出
等
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
ス

コ
ア
リ
ン
グ
結
果
報
告
書
な
ら
び
に
事
例
集
は

経
団
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

2
0
2
3
年
に
は
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ま
に

も
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、
次
回
ス
コ
ア
リ
ン
グ

か
ら
参
加
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

よ
り
多
く
の
企
業
の
参
加
が
重
要

1 ＫＤＤＩ
2 ディー・エヌ・エー
3 東京海上ホールディングス
4 凸版印刷
5 ＢＥＥＮＯＳ
6 リコー
7 第一生命ホールディングス
8 三井不動産
9 コマツ
10 野村ホールディングス

図表４ スコアリング上位10社

図表５ スコアリングの考え方

SSUUへのリソース提供
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2 3
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